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愛知県環境影響評価審査会 会議録 

 

１ 日時 2023 年（令和５年）５月 26 日（金）午前 10 時から午前 10 時 30 分まで 

 

２ 場所 愛知県三の丸庁舎 地下１階 B101 会議室 

 

３ 議事 

（１）会長の選任について 

（２）中部国際空港滑走路増設事業に係る環境影響評価方法書について 

 

 

４ 出席者 

（１）委員 

 中山会長、大石部会長、渡邊委員 

【オンライン出席】 

阿部委員、市野委員、長田委員、小野委員、神谷委員、北村委員、須山委員、 

塚田委員、内藤委員、中野委員、廣岡委員、宮﨑委員、横田委員、義家委員 

（以上 17 名） 

（２）事務局 

環境局： 

川村環境局長、近藤技監 

環境局環境政策部環境活動推進課： 

  足立課長、鈴木担当課長、高橋課長補佐、猿渡主査、渥美主査、大島主任 

  （以上８名） 

（３）事業者等 

８名 

 

５ 傍聴人 

 なし 

 

６ 会議内容 

（１）開会 

（２）議事 

ア 会長の選任について 

・ 会長について、中山委員が互選により選出された。 

・ 会長代理について、中山会長が大石委員を指名した。 

・ 会議録の署名について、中山会長が阿部委員と市野委員を指名した。 

 

イ 中部国際空港滑走路増設事業に係る環境影響評価方法書について 

資料３について、大石部会長から説明があった。 
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＜質疑応答＞ 

【渡邊委員】今回の滑走路増設事業に直接関係することではないが、私が訪れたこ

とのあるアフリカのマダガスカルの空港では、ヨーロッパからの植物が

空港の周辺に生育していた。今後、飛行機の往来が増えてきた場合には、

同様のことが起こる可能性がある。 

こうしたことから、生物多様性の観点から、特に外来種の移入について、

可能であれば調査を行うことを検討してもらいたいと思う。 

【事 務 局】渡邊委員からいただいた指摘は、重要なことと考えている。 

一般的には、事業に伴う外来種の持ち込みは、極力防いでいただきたい

と考えており、今回の滑走路増設事業については、施工業者などの関係者

による外来種の持ち込みを防止するよう、できる限りの取組をお願いした

いと思う。 

その上で、環境アセスメントの調査とは別に考えることだと思うが、空

港周辺での外来種の植物の定着状況を把握することについて、事業者から

今の段階での考えを説明していただきたいと思う。 

【事 業 者】中部国際空港株式会社としては、これから外来種の調査を行うかどう

かも含めて、どのように対応していくかを検討したいと考えている。 

【中山会長】それでは、渡邊委員からの貴重な意見は別途検討していただくことと

し、答申としては資料３の部会報告について修正の意見はないため、こ

のまま審査会の答申としてよろしいか。 
 

（委員から意見等はなし） 
 

【中山会長】異議なしとされたため、部会報告の内容をこのまま審査会から知事へ

の答申とする。 
 

   ・ 資料３の「中部国際空港滑走路増設事業に係る環境影響評価方法書につ

いて（報告）」を、そのまま審査会答申とすることで了承され、別紙のとお

り答申した。 
 
 

（３）閉会 

 

 

 

              

 












